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P − 15　 子 宮体癌 に お け る部位別 細胞診 の 臨 床

的意義

P − 16　　 閉経後婦人 の 子宮内膜厚 と子宮筋腫、

卵巣腫瘍 の 合併率の 相関に つ い て
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（目的）子宮 体癌 症例 に お い て採 取部位別 細胞診 の

陽性率 を検討 し、内膜以 外 の 細胞診 が 病変の 広 が

りを反映す る か ど うか を検討 した。

（方法）術後 進行期 分類 を行 っ た 子宮体癌 73例 を対

象 と した 。 こ れ ら の 症例 に お い て 、膣 プール 、子

宮膣部、子宮 頚管部 、子宮内膜の 4 箇所の 細胞 診

陽性率 と、 術 後進行期、組織分化度、腫瘍径 、筋

層浸潤の 深 さ との 関係 を検討 した 。

（成績）1）73例 の 術後進行期は 、la　ew　34例 h
　 ib期 璽8

例 、IG期 2例 、　Hb 期 5例、皿 a 期 7例 、皿c 期 6 例、

M 〕期 1例で あ っ た 。 2＞術後進行期 1 期 54 例 に お

い て 、 子宮 内膜以外の 細胞診陽性率は 、膣 プー
ル

27，8％ 、子宮膣部 13，0％、子宮頚管部 35．2％ で あ っ

た 。 3＞術後進行期 恥 以 上 で は 、すべ て の 部位 に 悪

性 細胞 が 出 現す る 頻度 が上昇 した 。 4）腫瘍径 2cm

以 上 に お い て 、子宮内膜以外 の 部位 の 細胞診陽 性

率 の 上 昇を認め、こ の 傾 向 は 進行期 の 上 昇 とと も

に 顕著 とな っ た 。 5）組織 分化度と筋層浸潤 の 深 さ

に 関 し て は 、子宮内膜以外 の 部位の 細胞診陽性率

との関係は明 らか で は なか っ た 。

（結論）子宮体癌 に おい て 、子宮 内膜 以外の 細胞 診

陽性 の 場 合 は 、術後進行期 が 進 ん で い る 場 合が 多

い と考え ら れ る。し か し、術後進行期 1 期子宮体

癌症例 に お い て も、腫瘍径 2cm 以上 の 場合 に は 比

較的高率に 内膜以外 の 細 胞診 に 悪性 細胞が 認め ら

れ る と思われる。

［目的］閉経後婦人 の 子 宮体癌検診 におけ る経膣

超音波断 層法 （TVS ）に よ る 子宮 内膜厚 （EM ）測定

は 、病理学 的検索の 要否 を篩別す る手法 とし て 定

着 した感 があ る。 EM は 肥満度 （BMI ）に 左右 さ

れ る とい う報告もあるが 、 今回 わ れ われ は 相対的

エ ス トロ ゲ ン 過剰 状態 を示 し て い る と考え られ る

子 宮筋腫 、卵巣腫瘍 の 合 併率 を EM5mm 以上 と

以 下に わ け て検討 し、子宮体癌の 危険因子 とな り

得 る か否 か調 べ た。　 ［方 法］ 1992年 よ り 3 年 間

に 当施設 を訪れ た 閉経 後婦人 2880 人に TVS を用

い て EM 測定 とともに 子宮前後径 、 子宮筋腫の 有

無、卵巣所 見に つ い て 観察 し記録 した。　［成績］

無症 状 の 閉経後婦人 は 2771 人 で その 平均 EM は

2．4 ± 1．6mm 、 2680 人が EM5mm 以 下 で あ っ た 。

子 宮筋腫合併率は 全例 にお い て 12、6％ （350／2771）、

EMSmm 以 下 の 群 で は 12．101，（324／2680）で あ っ た

の に 対 し EM6mm 以 上の 群 で 27．3畷 26／91）と約 2

倍 の 合併 率で あ っ た。 ま た子宮体癌例で は 37．5％

（3／8）と高率に子 宮 筋腫 を合併 して い た 。 卵 巣腫

瘍 の 合 併 率 は全例 で は 3．3％ （92 ／2771 ）、 EM5mm

以 下 の 群 で は 32 ％〈85／2680）だ っ た が 、 EM6mm

以 上 の 群 で 7、7°

／e（7！91）とや は り約 2 倍 の 合 併率

を示 し た 。 子 宮体癌 8 例 で は合 併な く、子 宮内

膜 に 悪性所 見な く出血 の あ っ た EM 肥厚 例 41 例

で は 莢 膜細胞腫 3 例 を含 め た 5 例 、 122％ に 卵

巣腫瘍の 合併を認 め た。　 ［結論］無症 状 の 閉経後

婦 人 にお い て 子 宮筋腫合 併率は EM の 厚 い 群 で有

意 に 高 く （p＜0．5）、体 癌患者の それ は よ り高か っ

た。卵巣腫瘍 合併率 は同 じ傾 向が ある もの の 有意

差 は なか っ た
。

TVS を子 宮体癌検診に用 い る際、

内膜肥 厚 の 原因、体癌の 危険因 子 とな り得 る子宮

全 体、卵 巣 の 所 見に も充分 目を配 る必 要が あ る 。
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